
 

 

提案書評価基準 

 

 

 

１ 基本的な評価事項 

プロポーザルを特定するための評価項目は、表１のとおり。 

 

２ 評価方法 

(１) 各評価項目について、表１「提案書評価項目」を参照し、次のように評価を行う。 

ア 「業務実績」にかかる評価項目は、計 20 点の配点とする。 

イ 「運営に係る提案内容」にかかる評価項目は、項目内容に応じて、10 点、10 点

とし、計 20 点の配点とする。 

ウ 「実施体制・スケジュール」にかかる評価項目は、項目内容に応じて、20 点、

20 点、20 点とし、計 60 点の配点とする。 

エ 「ワーク・ライフ・バランス等に関する取組」にかかる評価項目は、項目内容に

応じて、各１点とし、計５点の配点とする。 

 

(２) 各評価項目について、表２「評価の視点」を参照し、次のように評価を行う。 

 ア 「業務実績」にかかる評価項目は、1 項目とし、それぞれＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの

５段階評価を行う。 

 イ 「運営に係る提案内容」にかかる評価項目は、2 項目とし、それぞれＡ，Ｂ，Ｃ，

Ｄ，Ｅの５段階評価を行う。 

 イ 「実施体制・スケジュール」にかかる評価項目は、3 項目とし、それぞれＡ，Ｂ，

Ｃ，Ｄ，Ｅの５段階評価を行う。 

  ウ 「ワーク・ライフ・バランス等に関する取組」にかかる評価項目は、５項目と

し、Ａまたは該当なしの２段階評価を行う。 

  エ 提案内容は、それぞれの配点に、換算した評価（Ａ＝５／５、Ｂ＝４／５、Ｃ

＝３／５、Ｄ＝２／５、Ｅ＝１／５とする。）を乗じて算出する。 

 

(３)評価委員の評価の平均点数(105 点満点)の３／５(63 点)以上を合格点とし、もっ

とも平均点が高い者を特定者とする。 

 

(４)採点が同点の場合は、評価項目のうち、「実施体制・スケジュール」の評価の平均

点が高い提案をプロポーザルの上位者とする。これも同点の場合は、同「実施体制・

スケジュール」内の「円滑な会議運営」に関する評価の平均点が高い方の提案をプ

ロポーザルの上位者とする。それでも決しない場合は評価委員長が第一順位を決定

する。 



（表１）　　提案書評価項目

配点
評価の
換算式

評価点

20 － －

(１) 類似業務の実績 20 （10×2）

20 － －

(１)
未来志向的な「国際コンベンションらしさ」や、参加者が遊び心や楽
しさを感じられ、スタイリッシュかつ企業等の意思決定層が参画する
にふさわしい雰囲気作り

10

(２) 脱炭素化をはじめとするSDGsに配慮した会議運営 10

60 － －

(１) 円滑な会議運営 20

(２) 国内外の参加者のサポート 20

(３) スケジュール 20

100

配点 評価点

5 － －

(１)
次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画の策定
（従業員101人未満の場合のみ加算）

1

(２)
女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく一般事
業主行動計画の策定（従業員101人未満の場合のみ加算）

1

(３)
次世代育成支援対策推進法に基づく認定（くるみん認定、プラチナ
くるみん認定、トライくるみん認定）の取得

1

(４)
女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく認定
（えるぼし認定、プラチナえるぼし認定）の取得

1

青少年の雇用の促進等に関する法律に基づくユースエール認定の
取得

よこはまグッドバランス企業（旧よこはまグッドバランス賞）の認定の
取得

5 －

105 －合計（満点：105点）

4

－

(５)

評価
（A～E)

－

－

実施体制・スケジュール －

業務実績

運営に係る提案内容

3

評価項目

小計（満点：５点）

小計（満点：100点）

評価項目（加算項目） 評価

2

1 －

ワーク・ライフ・バランス等に関する取組 －

左記認定
のいずれ
か１つ以
上を取得
していれ
ば１点



 

(表２) 評価の視点          

評価項目 評価の着目点 
評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

１
業
務
実
績 

（1）類似業
務の実績 

国際会議等の運営実

績を十分に有してい

るか。 

本業務を遂行
できる極めて
豊富な実績等
を有している。 

本業務を遂行
できる豊富な
実績等を有し
ている。 

十分な業務
実績を有し
ている。 

業務実績が
十分でない
か疑問があ
る。 

相応な実
績を有し
て い な
い。 

２
運
営
に
係
る
提
案
内
容 

（1）未来志
向的な「国
際コンベン
ションらし
さ」や、参
加者が遊び
心や楽しさ
を感じら
れ、スタイ
リッシュか
つ企業等の
意思決定層
が参画する
にふさわし
い雰囲気作
り 

会議全体を通じて、

未来志向的な「国際

コンベンションらし

さ」や、参加者が遊

び心や楽しさを感じ

られ、スタイリッシ

ュかつ企業等の意思

決定層が参画するに

ふさわしい雰囲気作

りが提案できている

か。 

提案者独自の
極めて有効な
工夫や提案が
みられ、実現性
がある。 

提案者独自の
有効な工夫や
提案がみられ、
実現性がある。 

提案者独自
の工夫や提
案がみられ、
実現性があ
る。 

提案者独自
の工夫や提
案がみられ
るが実現性
がない。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

（2）脱炭素
化をはじめ
とする SDGs
に配慮した
会議運営 

脱炭素化をはじめと

する SDGs に配慮し

た会議運営の提案と

なっているか。 

脱炭素化をは
じ め と す る
SDGs への優れ
た配慮があり、
実現性がある。 

脱炭素化をは
じ め と す る
SDGs への配慮
があり、実現性
がある。 

脱炭素化を
はじめとす
る SDGs への
配慮があり、
実現性が低
い。 

脱炭素化を
はじめとす
る SDGs への
配慮がある
が、実現性が
ない。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

３
実
施
体
制
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

（1）円滑な
会議運営 

運営者側との連絡調

整や円滑な会議運営

の実施が可能な体制

の提案となっている

か 

実施体制が極
めて優れてい
る。 

実施体制が優
れている。 

妥当である。 
実施体制・内
容が一部不
適切である。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

（2）国内外
の参加者の
サポート 

業務実施に当たり、

日本語及び英語の両

言語にて対応可能で

あり、国内外の参加

者ときめ細かく連絡

調整・サポート等が

行える体制の提案と

なっているか 

実施体制が極
めて優れてい
る。 

実施体制が優
れている。 

妥当である。 
実施体制が
一部不適切
である。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

（3）スケジ
ュール 

業務実施に際し適切

で実行性が高いスケ

ジュールの提案とな

っているか 

実施体制が極
めて優れてい
る。 

実施体制が優
れている。 

妥当である。 
実施体制が
一部不適切
である。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

 

 

 

 

 

 



 

 
評価項目 評価の着目点 

評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

４ワーク・ライ

フ・バランス等

に関する取組 

(1)次世代育成支援対策推進

法に基づく一般事業主行動計

画を策定しているか。（従業

員101人未満の場合のみ加算） 

策 定 し
ている。 

    

(2)女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律に基

づく一般事業主行動計画を策

定しているか。（従業員101人

未満の場合のみ加算） 

策 定 し
ている。 

    

(3)次世代育成支援対策推進

法に基づく認定（くるみん認

定、プラチナくるみん認定、

トライくるみん認定）を取得

しているか。 

取得し
ている。 

    

(4)女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律に基

づく認定（えるぼし認定、プ

ラチナえるぼし認定）を取得

しているか。 

取得し
ている。 

    

(5)青少年の雇用の促進等に

関する法律に基づくユースエ

ール認定を取得しているか。 

左記認
定のい
ずれか
１つ以
上を取
得して
いる。 

    (6)よこはまグッドバランス

企業（旧よこはまグッドバラ

ンス賞）の認定を取得してい

るか。  
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